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第50囘 日本皮膚科學會岡山地方會演説抄録

於岡山醫科大學皮膚科泌尿器科教室外來診察室

昭 和17年6月21日

1) 胃黴毒の1例

林 雅 夫(岡 大皮)

原 著 として發 表の豫定.

2) 陰 莖癌 の數 例

濱 崎 熊 四 郎(岡 大皮)

第1例 患者 荒木某 51歳,約2年 前龜頭に

米粒大の結 節を生 じた るも疼痛なき爲放置せ り.

約1年 前 より急 に該結節 は肥大 し初 め非常に惡臭

あ る分泌物を漏 出し漸次惡化 して現 在に至 る.排

尿困難 を來せ し事な し.

局所 を見 るに龜 頭は其 の約2/3は 潰瘍状に破壞

し大なる 組織缺 損 を來 し海綿體 の一部露 出す.表

面 は汚穢 黄色の苔 を帶 び分泌物は中等度に して漿

液性膿様な り.包 皮は殆 ど全部缺損 し残部の皮膚

は黒褐色 に着色 し少 し く浮腫状 を呈す,潰 瘍 の表

面に觸 るるに疼痛甚 し.潰 瘍基 底の硬結 も著明な

り.鼠蹊 部 を觸診す るに左側 は數箇拇 指頭大迄 ゐ

淋 巴腺が硬 く腫脹せ るを認 む.壓 痛 な し.右 側に

は小指頭大の もの若干觸れ得.ビ ルケ氏反應陰性,

ワ氏,村 田氏及 びカー ン氏黴毒血清反應共 に陰性

な り.治 療法 としては陰莖切斷 術 を施行 し兩側鼠

蹊部淋 巴腺 を可及的多數 に摘 出せ り.

第2例 藤 井某 55歳(省 略)

第3例 太 田某 40歳(省 略)

追加 根 岸 博

陰莖切斷術 につ き卑見 を述ぶ.

3) 時局下に於ける性病の統計的觀察

藤 原 聞 一(岡 大皮)

濱 崎 熊 四 郎(岡 大皮)

林 雅 夫(岡 大皮)

時局下性病 蔓延状 態 を知 らん と して昭和13年

よ り16年 に至 る滿4年 間 に於 け る當科 外來患者

に就 き統計 的觀察 を試みた り.(1) 性病 患者總數

は各年毎に274名,315名,250名,211名 に し

て,外 來患者總數に對す る百分率 は夫々10.50%,

12.19%, 9.82%及 び753%な り.(2) 各 種 性 病

に就 て は各 年 毎 に黴 毒 は97名,88名,85名,93

名,軟 性下 疳 は22名,9名,6名,1名,混 合 下

疳 は9名,13名,8名,1名,第4性 病 は5名,

4名,2名,0名,淋 疾 は141名,201名,149名,

116名 な り.(3) 黴 毒 は第1期,第2期,当 第3期,

第4期 及 び先 天 性 に分 て り.4箇 年 を通 じて男278

名,女85名,年 齡 は21-30歳 最 多,次 で31-40

歳,配 偶者 あ る者270名,無 き著93名,職 業 は

商,無 職,農,公 務 自由業等多 し.治 療經過 は全

治49名,半 治98名,未 治221名,軟 性 下疳 は 男

37名,女1名,21-30歳 最 多,配 偶者 有9名,無

29名,農,商,工 の順 に多 し,全 治23名,半 治

10名,未 治5名,混 合 下 疳 は男31名,女0名,

21-30歳 最 多,有 配 偶者9名,無 配 偶 者22名,

農,工,商 の順 に 多 く,全 治13名,半 治11名,

未 治7名,第4性 病 は 男11名,女0名,21-30歳

最 多,有 配 偶 者9名,無 配 偶 者3名,無 職,農,

商,工 の順 に多 し,全 治3名,半 治6名,未 治2

名,淋 疾 は急 性,亞 急 性,慢 性 に分 ち,更 に合 併

症 の 有無 に分 て り,男584名,女23名,21-30

歳 最 多,有 配 偶 者373名,無 配 偶 者234名,商,

農,公 務 自由 業,工,無 職 の順 に多 し.全 治89

名,半 治259名,未 治259名 な り.

迫加 關 藤 忠 雄

淋疾の合併症 のある ものに全治が多い,こ れ は

207



2192 學 會

淋疾の治療 に何 か「ヒン ト」を與へ るものでないか

と思ふ.

迫 加 江 原 敏 夫

淋疾 と軟性下疳 に對 し岡山市民病院では「ズ」劑

を用 ひ て ゐ る もの 多 く,こ の 爲 に 患者 數 が 減 少せ

りと思 はれ る.

追加 根 岸 博

戰時 には花柳病 が増加す るのが普通であ るのに

減 少 す るの は 國 民 の 自覺 に よる他 に 「ズ」劑 の 出現

に よる もの と考 へ られ る.又 未 婚 者 よ り有 配 偶 者

に 多い の は寒 心 すべ き傾 向 で あ る.

4) 巨 大 な る列 序性 母斑 兼汗 腺 腫 の

1例 田 中 逸 穗(岡 大皮)

患者,村 上某,女,14歳,先 天 的に下腹部正 中

線 を境 として右 側に疣状黒色の母斑あ り.夫 れ よ

りVoigtの 線 に沿ひて1直 線状 をな して右大腿

及び下腿 を下 り足蹠 に終 る.本 年2月 頃臍部 の右

側に〓痒性皮疹 を生 じ爪にて掻爬せ るに濕潤面漸

次擴大 して大 人手拳大の腫瘍 を形 成す.表 面凹凸

不平 に して硬度軟,壓 す るに黄色膿樣 の惡臭あ る

分泌物 を出す.全 摘 出を行 ひ切片 を檢す るに汗 腺

腫な りき(寫 眞,切 片等供覧).

5) 急 性紅 斑性 狼瘡 の1例

大 村 順 一(岡 大皮)

39歳 の家婦 の顔面,兩 上膊 に生ぜ る定型 的の急

性紅斑性狼瘡 に就 きて述べ た り.本 例 は 昭和17

年2月17日 初診,當 日入院せ る患者 にて,入 院常

口體温37.4゜,全 身症状不良に て,局 所療法 と共に

全身療法 を行 へ るも3日 後遂 に 不歸 の客 となれ

り.

6) 腎結 石 の1例

成 川 俊 光(岡 大皮)

尿著 として發表の豫 定.

7) 輸 尿管 結 石 の2例

同 上

第1例 O.W. 32歳 男 農業

右腰部の疝痛發作を主訴とせる本患煮に對し泌

尿器科的諸檢査 を施行 し,結 石 はX線 寫眞上 自

然排 出困難 と認 めたるを以 て觀血的に手術 を施行

し大豆大の結 石1箇 を剔 出せ り.入 陰加療26日

にして創 は第1期 癒合 を營み治癒退院せ り.

第2例 M.Y. 35歳 男 官 吏

左 側腹部疝痛 を主訴 とせ る本 患者 はX線 寫眞

上結 石は小豆大に して,非 觀血 的操作 の主 として

飲水及 び 「グ リセ リン」1日 量30ccの 服用等 にょ

り入院2週 間に して排尿時 に小豆大 の結 石1箇 を

自然排 出し治癒退 院せ り.

余は以上2例 に就 き輸尿管結石の療法 としては

觀血的なる可 きや或 は非觀 血的な る可 きやに就 き

て私見 を述べ 且X線 の發達竝 に泌尿器科的操作

の進歩 に依 り本疾患の正確 な る診斷 と治療 が容易

とな りたる事 を強調せ り.

8) パ ロー氏 條溝

同 上

原著 として發表の豫定.

9) 皮膚 結 核症 の數 例

須 賀 清 次 郎(呉 共濟)

數例 の皮膚結核症患者 を寫眞に依 り供覧 した.

第1例 23歳 男 尋常性狼瘡

第2例 27歳 男 皮膚疣 状結核

第3例 41歳 女 凍瘡状狼瘡

第4例 60歳 女 皮膚疣状結核 と考へ られ

る例であ るが其 の病状,進 行の經過竝 に現症 に就

て興味があ るか ら後 日原著 として發表 した い と考

へ る.

追加 根 岸 博
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10) 攝護腺肥大症に於ける腎機能に

就て 岡 崎 正 敏(岡 大皮)

原著として發表す.

質問 坪 井 賢 次

攝護腺肥大症 と血壓 とに何 か關係 あ りや,

答 根 岸 博

攝護腺肥大症の際の血壓 の上昇 は攝護腺肥大症

に依 りて起 され る腎機能 不全によ り起 るものな り

と云 は る.

質 問 江 原 敏 夫

血壓の平均 を取 るのに年齡 を無視 しては如何か

と思 はれ る.

質 問 須 賀 清 次 郎

攝護腺肥大症のI-III期 の判然 たる區別法.

答 岡 崎 正 敏

現在の區別法に就て述べ る.

11) 癩 患 者 に於 け る1側 腎 の1例

宮 田 唯 夫(愛 生園)

患者.西 ○某 57歳 男 運送業

患者 は重症結節癩 にして,昭 和14年4月 初 旬

胃痛及び食慾 不振 にて入院 中5月5日 死亡せる も

のな り.

病理解剖學 的診斷.1) 幽門部の潰瘍 及び硬性

癌.2) 頭部 を除 く膵臟 々器に於 けるAdenocar-

zinoma fibronumと 中央部 に於 ける壞疽性軟化

竈.3) 限局性穿孔性腹膜炎.14) 腹膜 に於 ける癌

性轉移.5) 急性肝臟炎.6) 高度の動脈硬化症.

7) 心臟肥大.8) 輕度の眞性萎縮 腎.9) 副腎萎

縮.10) 先夫的右側腎臟缺損及び膀胱 と尿道部に

於 ける畸型.

膀胱及び尿道部 に於 ける畸型.膀 胱に於 ては右

側腎缺損の爲右側輸尿管 口な し.こ れが存 在すべ

き部 位 は深 く陷 凹 をな す.内 尿 道 口に近 く,少 し

右 側 に偏 して幅0.8cm,高 さ0.6cmの 結 節樣 の

隆起 あ り.之 は精阜 に相當す るもの と推 定せ らる

る も射精管 口 を見 ず.尿 道 に於 ては精 阜の存在 す

べ き部位 に幅2.3mm,高 さ2.0mmの1箇 の孔

あ りて之 が周 圍は輕度の隆起 を形成 し左側の孔壁

をなせ る所 に射精管 口を認む.こ の孔 は正中線r

於 て發 して稍 々右 に偏 して走行 し14cmに 達

盲 管な り.之 は攝護腺 小子宮嚢 に相當す るも

して腎發生學上 に於 ける ミユ レル氏 管の比

の儘 に殘存せ るものな り.精 嚢 は右 側 は萎.

攝護 腺は其 の佐置が正常 より膀胱 の上位 にあ り

12) 汎 發性 丘疹 性 黴 毒 疹 の2例

右 天 之 樞(岡 大皮)

第1例 汎發性丘疹性黴毒疹.侵 蝕性硬性下疳

兼横痃.

江 川某 男 41歳 商業 初診 昭和17年5月

8日.主 訴,陰 莖 の創傷竝 に丘疹性發疹.既 往症

感 染の機會は34歳 に1囘,本 年1月,2月 竝 に

3月 の時 に各1囘 あ り.現 症,獨 立 性なる硬 き皮

下淋 巴腺腫脹(蠶 豆大)は 顎下,左 側腋 窩,鼠 蹊腺

に於 て觸れ得:手 掌,足 蹠 を除 きたる全身 の皮膚

面には,無 數の指頭大 の銅赤 色丘疹 あ り.龜 頭竝

に包皮 に甚 しく腫脹 し,龜 頭 よも繋帶 に渉 り,2, 3

の潰瘍 を有 する大糜爛面あ り.ワ 氏,村 田氏,カ

氏 反應 は何れ も(卅).ビ ルケ氏反應 は(±)な り.

治療,型 の如 く驅黴療法 を行 ひたる處,皮 膚發疹

は次 第に消失 されつつあ るも血清反應 の陽性度 は

治療 前の夫れ よ り毫 も減弱せず.

第2例 汎發性丘疹性黴毒疹,「扁平 コンヂ ロー

ム」,黴毒性脱毛症,兼 扁桃腺炎.

武田某 男 35歳 職工 初診 昭和17年5月

21日.主 訴,全 身 に於 け る丘 疹 性 發疹,頭 痛,既

往 症,感 染 の機 會 は4年 前 に1囘,本 年1月 に も

1囘 あ り.4月 中 旬項 部,脊,歔 頂,前 頭,顳 〓,

顔 面 に無 痛 性 の 赤 き小結 節生 じ,頭 髪 脱 落 や り.
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4月 下旬肛 門部 に粟粒大の疼痛 あ る丘疹生 じ,數

日前 よ り嗄聲あ り.現 症,口 腔粘膜 異常 なきも左

側扁桃腺甚 しく肥 大,發 赤 し,栓 子 を伴 ふ.強 靱

に して獨立性 なる皮下淋 巴腺腫脹(碗 豆大乃至櫻

實大)は 顎下部,項 部,腋 窩,左 側肘部,鼠 蹊腺

に於 て觸れ得.頭 部 には蠶 豆大 の鱗屑 を有す る銅

赤色丘疹散在 し,頭 髪脱落す.顔 面,胸 部,上 腹

項部,上 脊部に も同樣の丘疹見 らるるも下肢,

部 には發疹な し.包 皮 は腫 脹 し,其 の右側 に

の乾燥せ る薄 き痂皮 を有せ る蠶 豆大 の丘疹

る.龜 頭 は暗赤色に して小 なる糜 爛面 あ り.

莖,陰 嚢 には指頭大の扁平 なる暗赤色丘疹見 ら

る.肛 門部に2箇 の表面濕 潤せ る指示頭大の扁平

丘 疹 あ り.ワ 氏,村 田氏,カ 氏 反 應 何 れ も(卅)

マ ン トー氏 反 應 は(―)な り.治 療,型 の 如 く驅 徴

療 法 を行 ひ た る處,丘 疹 は各 處 に於 て次 第 に 吸収

され つ つ あ る も血 清反 應 の陽 性 度 は治 療 前 の 夫 れ

よ り毫 も減 弱 せ ず,依 然 と して3反 應 共 に(卅)を

示す.こ れ余が岡醫雜第50年 第4號 にて述べ た

る處の所 謂抗療性例な り.

13) 岡山市接客業者の黴毒治療成績に

就 て

黒 山 眞 吾(岡 大皮)

岡 崎 正 敏(岡 大皮)

余等 は 昭和14年4月 岡山市立鹿田診療所 に奉

職以來主 として岡山市 在住 の接客業者 の花柳病豫

防及び治療に專念 し居 るが,昭 和14年 より昭和

16年 に至 る3箇 年間 に於 ける 黴毒患者の治療成

績 は下記 の如 し.

血清反應陰性 となれ るものはワ氏反應,村 田氏

反應,カ ー ン氏反應共 に陰性 とな りしもの を示 す.

血清反應 不明の者 は注射囘數1-2囘 に して,其 の

後の血清反應檢査 を施行 し得 ざ りしものな り.

又 之等 の患 者 に使 用 せ る「サ ル バル サ ン」量 を示

せ ば次 の 如 し.

14) 先 天性 對 側 性 色 素 異 状 症 の1例

江 原 敏 夫(岡 大皮)

定型的な る先天性 對側性 色素異状症の1例 に就

て報告せ り.

15) 1-2臨 牀 例

中 西 正 男(岡 山).

12歳 の少女,主 訴 は尿意頻數 と血尿,發 病後 約

6箇 月に して來院,膀 胱容量は僅 に30ccに 滿たず

尿 中に結核菌 を認 む.左 右兩側 の腎を觸れ右 は移

動性,左 は固定す.

Pyelogrammは 左側 に變化著 し腎摘 出後8日

目に左 側上下肢の麻痺 を來 し意 識溷濁す.結 核性

腦膜炎 と思惟 せ らる,後10日 に して死亡す.

16) 癩 患者 に於 け る氣 管 切 開 の豫 後

田 尻 敢(愛 生園)

余 は2, 3年 來愛生園 に於 ける氣管切開術 を受 け

て現存 して居 る男23名,女18名 に就 て周到 な喉

頭檢査に よつて「カニユー レ」を〓 く事 が出來 ると.

判斷 したる者男6名,女10名 に〓 管 をな さしめた
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るも現在迄に再 び呼吸困難の爲氣管切開 をな した

るものな し.而 して癩の症状 の中に喉頭に癩性浸

潤,結 節等 よ り來 る狹窄或は粘液分泌 によつて呼

吸困難 に襲はれ氣管切開術 を施 さねば な らぬ時が

起 る.其 の中 の約半數は1箇 月乃至2-3年 の後

には「カニユー レ」を抜 き得 るのであつ て,喉 頭の

周到な檢査に よつて適當な る時に〓管す る事 が必

要であ る.

17) 軟性 下疳 に對 す る1外 用 藥

立 花 岩 吉(岡 山)

余 は「ヨー ドホルム」及び「サキシール」を「エー

テル」に溶解 し軟性下疳 に外用 し好成績 を収め た

り.

18) 重篤なる淋菌性敗血症の1例

荒 田 一 郎(岡 山)

患者 は37歳 の男子 に して感 染機會後3日 目に

尿道淋の初徴 を見,其 の後4日 に して多發性關節

炎,7日 に して右側副睾丸炎 を併發 し約3週 間 に

して兩合併症は全快せ るも其の後2日 にして突然

惡寒戰慄 を以て體温 上昇 し,以 後毎 日同樣 の發作

來襲;4日 目に心 内膜炎の初徴 發現 し其の後黄疸

出血性腎炎,腸 出血,皮 下出血 等あ らゆる惡症候

相繼 いで現はれ,敗 血症 の初候 を見 て よ り30日

に して遂 に死 亡せ る1例 な り.當 時記すべ きは本

患者 の妻女 も夫 の關節炎よ り少 しくお くれて右側

膝闘節炎に罹 患 し重篤な る經過 を取 りた るこ とな

り.

19) 廣島市に於ける妊婦登録者 血液

診斷概况

松 坂 義 正(廣 島)

20) 戰果に件ふ癩の諸問題

野 島 泰 治(大 島)

21) 經尿道攝護腺治療成績に就て

根 岸 博(岡 大皮)

追て原著として發表す可し.
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